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心疾患診断におけるCT, MRIの役割

放射線科副部長 星 俊子

循環器疾患のうち、大動脈疾患においては が重要な役割を担っている事は言うまでCT,MRI
。 、 、 、もありません しかし 心疾患についてはこれまでは画像診断といえば 心臓カテーテル検査

超音波検査、核医学検査が主流でした。この２，３年、心疾患に対しても が研究目的CT, MRI
ではなく、実際に臨床に役立てるために行われるようになってきました。従来の装置は、心拍
動を制御しうる能力がなかったのですが、最新の機器ではそれが可能になりました。時間分解
能の向上と心臓を明瞭に描出する撮影方法、画像再構成の方法の開発が各社で競って行われた
結果、以前とは比べものにならない明瞭な心臓の画像が得られるようになりました。現在のと
ころは、日本国内では に力をいれている循環器専門の数施設で症例の蓄積がされて報CT,MRI
告されている段階ですが、臨床上の有用性は疑うべくもなく、これらの検査が普及するのも時
間の問題でしょう。
侵襲の少ない検査で冠動脈の狭窄、壁運動、心筋虚血、バイアビリテイ、心機能のすべてを

、 。‘ ’ 、検査できるとしたら これを利用していかない手はありません と表現されるOne stop shop
。 、一種類の検査でさまざまな情報が得られる検査方法なのです 医療費削減が叫ばれている昨今

をスクリーニングとして第一の検査とし、その結果から本当に必要な検査を精査としCT,MRI
て行ってくことがこれからの方向と思われます。心臓カテーテル検査をはじめとする従来の検
査法はそれぞれの特徴を生かしてこそその威力が発揮できます。 も含めて検査の組みCT,MRI
立てを考え直す時期がくるでしょう。
当センターでは循環器専用に開発された超高速 が、埼玉県内で唯一稼動しており、すでCT

に臨床に役立てています。 については近年中に新装置が導入されれば、すぐにでも用いてMRI
いけるようにと準備中です。

、 。２１世紀になって時代の動きを感じる昨今ですが 心疾患の画像診断も変化が予感されます
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